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技術提案

　近年公共事業で総合評価方式による発注が増えてきました。従来のように、入札金額
だけで落札業者を決めるのではなく、会社、技術者の工事実績、地元か否かなどを総合
的に評価して決めるという制度です。

　評価項目の中で、重みが大きいのが技術提案です。発注者から与えられたテーマに関
して、どのように施工するのかという技術的な提案を事前に提出して、その良し悪しを
評価されます。

　技術提案で重要なポイントは 3つあります。

『勝つ技術提案』

技術的着眼点
技術的発想力
表現力（文章、口頭）

1
2
3

　技術的着眼点とは、マッサージでいえばツボです。いくらよい提案でも、ツボをはず
していれば効果はありません。

　技術的発想力とは、ツボにあった施術法を発案することです。もむのがいいのか、電
気治療が必要なのか。新技術やお金をかければよいということではなく施工的な「工夫」
が必要です。

　表現力（文章、口頭）とは、ツボや施術法を、相手にわかりやすく表現することです。
いいことを行っていても、表現が下手なら伝わりませんし、評価されません。基本的に
は文章によって伝えなければなりませんが、時にはヒアリング、プレゼンテーションに
よって口頭で伝えることができます。

代表取締役　降籏 達生
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技術提案

1. 　「技術的着眼点を知る」

技術的着眼点1
　これはマッサージでいうと「ツボ」です。発注者や近隣の方が、押されると気持ちい
い点 ( ツボ）を知る必要があります。いくら高性能のマッサージ機を用いてもツボでな
ければ、痛いだけです。

技術的着眼点を知る方法には 3つあります。

　1) 論理的に考える
　2) 現場、図面を見る
　3) 工程から考える

　　1)　論理的に考える

　各テーマに対して論理的な漏れがないように要点を抽出するということです。例えば 
「環境」がテーマの場合、次の典型 7公害が基本です。

水質汚濁、大気汚染、土壌汚染、悪臭、 
騒音、振動、地盤沈下

　またこれらは地域環境ですが、地球環境として、地球温暖化、砂漠化、オゾン層の 
破壊等を考慮しなくてよいかを考えなければなりません。

　「安全」がテーマの場合は、次の災害因の分類と、事故の型分類を頭に入れておく 
必要があります。
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技術提案

災害因の分類

自
然
災
害(

天
災)

気象災害

地変災害

動物災害

風 災、 降 雨 災 害、 雪 害、 酷 寒 ( 気 温 低 下 ) 災 害、 
酷暑 ( 気温上昇 ) 災害、霜害、雹害、雷害、霧害、湿害

震害、火山災害、地滑り災害

病原菌 ( 伝染病・風土病 )、虫害、鳥害、貝害、獣害

人
為
災
害(

人
災)

気象災害

産業災害

交通災害

風 災、 降 雨 災 害、 雪 害、 酷 寒 ( 気 温 低 下 ) 災 害、 
酷暑 ( 気温上昇 ) 災害、霜害、雹害、雷害、霧害、湿害

工 場 災 害 ( 施 設 災 害 )、 鉱 山 災 害 ( 施 設 災 害 )、 土 建 現 場 災 害 
( 施設災害 )、職業病・労働災害 ( 人的災害 )、放射線障害 ( 人的災害 )

陸上交通災害、飛行機事故、船舶災害 ( 火災・衝突・海難 )

戦争災害

管理災害

調査粗漏による災害、設計・計画のずさんによる災害、施工の劣
悪による災害、管理の不備・怠慢による災害、行政処置の不当に
よる災害、流言ひ語による災害、予報警報の間違いによる災害、
その他人間の英知の不測による災害

事故の型分類

墜落・転落 転倒 激突 飛来、落下 崩壊・倒壊

激突され はさまれ、 
巻き込まれ 切れ、こすれ 踏み抜き

高温・低温の
物との接触

有害物との 
接触 感電 爆発 破裂

火災 交通事故 
（道路）

交通事故 
（その他）

動作の反動、
無理な動作

その他

おぼれ

分類不能
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技術提案

　コンクリートの品質がテーマであれば、少なくても、次の要点を漏らさず考えなけれ
ばなりません。

材　料
・ワーカビリティ
・クラック防止
・強度確保

打　設

・打設時間、運搬方法、打設速度
・締め固め（ジャンカ、空洞）
・打ち継ぎ面処理（レイタンス処理）
・コールドジョイント対応
・鉄筋かぶり、あき確保

養　生
・養生期間
・湿度、気温の保持
・コンクリート温度

　参加者が討議をして技術提案を考える会議によく同席しますが、議論が特定の課題に 
集中して進むケースが多いです。例えば、

●「環境」がテーマの場合
　騒音や振動ばかり協議し、典型 7 公害の他の 5 つに議論が及ばないケース

●「安全」がテーマの場合
　重機災害、墜落災害、飛来落下ばかりが頭にあって、感電や火災などの他の事故の 
型分類を考えないケース

があります。
 
　討議をして技術提案を考える場合、少なくて
も司会者は、論理的に、かつ網羅的に要点を考え、
議論のポイントに漏れがないかを仕切らないと
いけません。そうでなければ「ツボ」を見落と
してしまいます。



6

技術提案

　技術提案は、大きく「安全」「環境」「品質」「工程」の観点で問われます。まず、「安全」
「環境」について考えてみます。これは、現場をよく見なければなりません。現場を見て、

次の内容について確認します。

　　2)　現場、図面を見る

自 然 環 境

・川・海・森林で生計を立てている人はいないか
・地下水の深さはどのくらいか
・生物の生態調査をしているか
・貴重品種が生息していないか
・暑中、寒中コンクリート対応

周 辺 環 境

作 業 環 境

・電線の垂れているところはないか
・洪水危険個所はないか、退避箇所を確保できるか
・土砂崩れ、落石の恐れがある箇所はないか
・有害ガス発生の恐れはないか

　しかしこれだけでは、「現時点」での現場の様子しかわからないので、工事中に現場
周辺がどうなっているのかを知る必要があります。そのためには、聞き取り調査をしな
ければなりません。

・保育園の運動会はいつなのか

・保育園の夏と冬で昼寝の時間が変わらないのか

・夏休みにどれくらいに人が来るのか

・神社の行事は何があり、どれくらいの人が集まるのか

・過去にどれくらいの水害があったのか

などを聞き取り調査します。

　次に「品質」「工程」です。これについては、図面を
穴が開くほど見る必要があります。
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品 質

・クラックが入る恐れがあるところはないか
・発生応力が許容値ギリギリのところはないか
・鉄筋が多く配置されており、コンクリートが入りにくい 
　ところはないか

・養生水の確保ができるか
・特殊な技術を必要とする工種はないか

コンクリート 
工事の事例

工 程

・クリティカルパスはどの工程か
・納期に時間がかかる材料はないか
・輸入しなければならない材料はないか
・独占企業が製作している材料はないか
・作業者の需給がひっ迫している工種はないか

　「品質」「工程」については、可能であれば設計を担当した人にヒアリングするとよい
でしょう。それがかなわなければ、設計に詳しい人に聞くことがよいです。設計段階で
困ったこと、工夫したこと、判断に迷ったことを施工段階に留意してほしい、というこ
とは発注者であれば当然に考えます。その点を、提案書に書ければ、「ツボ」を押さえ
た提案ということになります。
　技術提案を作成する方は事前に現場や図面を見ているのですが、多くの場合、現場 
見学、図面見学にすぎません。ボーっと見ているだけとしか思えないこともあります。

・現場踏査（現場にて目と耳で調査する）

・図面調査（図面を基に分析、解析を行う）

を実施する必要があります。しっかり踏査、調査することから始めましょう。

　技術提案のテーマは、品質向上、工程短縮、安全作業、環境保全であることが多いで
すが、ここでは環境保全について考えてみましょう。

　環境保全に関する課題を、工程ごとに考えるのです。砂防ダム工事を例にします。

　3)　工程から考える
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　各工程で環境への影響度が異なります。現場に立って、その工程をイメージすること
で、環境にどのような影響があるのかを想定することができます。そして、このように
工程を追って課題を抽出すると漏れがありません。その上で、

A) 　論理的に考える
B)　現場、図面を見る
C)　工程から考える

の 3 つの観点からもっとも重要な課題に着眼し対策を考えることにします。
　例えば、上記の砂防ダムを例にとると

A）論理的に考える
　→公害（水質、大気、騒音、振動、土壌、悪臭、廃棄物）を配慮する

B）現場、図面を見る
  →現場に立って、地域の方にヒアリングする 

C）工程から考える
　→工程ごとに、影響の大きさと発生頻度を配慮する

を考慮して、発注者より与えられた個数（多くの場合 5 つ）を抽出することになります。

　このようにして抽出すると着眼点に漏れがなく、発注者の要望ニーズと欲求ウォンツ
に沿った着眼点に関して対策を提案することができます。

掘 削
・バックホーによる騒音、振動
・降雨時の水質汚濁
・重機からの油分による土壌汚染

コンクリート
打設

・ポンプ車の騒音
・トラックミキサー車による騒音、振動

工 程 環境上の課題

土砂搬出
・ダンプトラックによる騒音、振動、粉塵
・交通集中による渋滞

型枠組立 ・組立時の騒音

・水質汚濁レイタンス 
除去


